
模擬講義 派遣講師紹介資料（東京薬科大学） 

氏 名 北垣 邦彦 

学科名 医療薬学科 

教室・研究室名 
職位 

社会薬学研究室 教授 

タイトル 
医薬品、薬剤師と社会 
又は 高校生に知ってほしい薬物乱用の問題 

サブタイトル 医薬品ができるまで、できてから 

講 義 内 容 

2006 年に薬学 6 年制が導入され既に 15 年が経っています。6 年
制になってこれまで以上に実学が求められ、医療人としての基礎だ
けでなく卒業後即戦力になる人材の育成が行われます。 

それらに対応するように、中学校及び高等学校でも医薬品につい
て学ぶことになっています。大学における薬学教育の中心的な目的
の一つは、医薬品とは何かについて理解を深め、有効性及び安全性
の高い医薬品の安定供給に努めることができる資質や能力をもつ
人材を育成することです。本講義は現在のすべての薬学生が学ぶ
「薬学と社会」について高等学校の保健体育科の内容をベースにし
て話を進めていきます。 

なお、「薬物乱用防止教室」等で薬物問題についての講義をご希
望の学校では、保健体育科で取り扱う内容に比べ、より科学的な内
容を盛り込みつつ、社会問題としての課題を提示しながら未然防止
につながるように話を進めていきます。 

自身で持参する物 

※持参・該当するものに☑ 

パソコン（ OS： Windows ・ ☐ Mac ） 
→接続ケーブル（☐ RGB ・ ☐ HDMI ・  どちらでも可） 
※Mac をお使いの場合は、ご自身で接続ケーブル（変換コネクタ）
をお持ちください。 

☐その他（                ） 

会場で 
準備いただきたい 

備品等 
※必要なものに☑ 

プロジェクター・スクリーン 
☐その他必要な物※（           ） 
※会場・物品によっては準備が難しいことがあります。 

その他伝達事項 

 

 


